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ご挨拶 

 

謹啓 

貴社におかれましては、ますますご隆盛のこととお喜び申し上げます。平素より日本周産期・新生児医学会

に多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

この度、第 61 回日本周産期新生児医学会学術集会を大阪で開催させていただくことになりました。会場

は大阪国際会議場で、会期は 2025 年 7 月 13（日）-15 日（火）を予定しております。この歴史ある、そして

諸先輩方の思いの詰まった学術集会を担当させていただきますこと、大変光栄に存じます。大阪大学関連で

は第 46回会長 窪田昭男（大阪府立母子保健総合医療センター小児外科）、第 60回会長 和田和子（大

阪母子医療センター新生児科）に続いて３回目ですが、大阪大学として主催するのは初めての学術集会とな

ります。 

 

今回の学術集会のテーマは「Future is yours! 〜周産期医療の未来は君の手に〜」としました。周産期医

療は、お産を担う母親と生まれてくる赤ちゃんを支援するため、災害や紛争に関わりなく、常に救急体制を維

持することが求められます。我が国の周産期医療はこれまで、医療者の献身的な努力に支えられ、世界有

数のレベルを保ってきました。しかし近年、労働条件の過酷さや働き方改革の波を受けて、全国津々浦々で

この体制を維持することが難しくなっています。また燃え尽きて、医療現場を立ち去る者も少なくありません。

そこで第 61回は、未来の周産期医療を担う若い方々を応援する集会にしたいと考えております。 

 

開催にかかる経費は、本来、学会員の参加費をもって充当すべきもので、私共も鋭意努力し、会の運営は

質素を旨とし心がけてまいる所存です。しかしながら、昨今の社会経済情勢は公費の期待は極めて困難であ

り、経費の相当額をご援助に頼らざるをえないのが実情でございます。そこで、当該分野に関わる多くの企業

の皆様からのご支援をお願いする次第です。是非ともご高察いただき、ご支援を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

本来ならば参上し拝眉のうえお願いすべきところではございますが、本書面を借りてご高配とご援助の程、

衷心よりお願い申し上げます。 

末筆ではございますが、貴社のますますのご発展を心から祈念いたします。 

謹白 
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1. 開催概要 

■ 学会名  

第61回日本周産期・新生児医学会学術集会 

 

■ 学会テーマ  

Future is yours! 〜周産期医療の未来は君の手に〜 

 

■ 会期  

2025年7月13日(日)～15日(火) 

 

■ 会場  

大阪国際会議場 

〒530-0005 大阪府大阪市北区中之島５丁目３−５１ 

 

■ 学術集会長 

奥山 宏臣 

（大阪大学 小児成育外科学 教授） 

 

■ 規模  

参加者数 約5,000名（予定） 

 

■ 事務局 

大阪大学大学院医学系研究科 小児成育外科医局 

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

  

■ 運営事務局 

第61回日本周産期・新生児医学会学術集会 運営事務局 

日本コンベンションサービス株式会社 関西支社 

〒541-0042 大阪府大阪市中央区今橋4-4-7 京阪神淀屋橋ビル2F 

Tel：06-6221-5933 E-mail：61jspnm@convention.co.jp 

 

■ 企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドラインについて 

製薬企業の活動における医療機関等との関係の透明性・信頼性向上のため、医療機関および医療

関係者等に対する研究費、寄附、交流等の支出に関係する情報を、製薬企業が自社のウェブサイト

で公開することに伴い、各社が当学術集会に対して行う共催費用の支払いに関し、各社ウェブサイト

で公開されることに同意いたします。なお、別途、同意書への署名・押印等は控えさせていただきます

ので、ご了承ください。 
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■ 変更・中止・取り消しについて(セミナー・展示・広告に共通して) 

主催者は不可抗力、またやむを得ない事由(自然災害、火災、疫病、戦争、テロ、輸送機関の運行

障害、停電、ネットワーク設備の損壊、行政機関の指示・命令・規制など、主催者の責めによらない事

由)により、催事開催を制限・中止等を行う場合もございます。主催者が学会開催を困難と判断して

中止になった場合には、催事に関する申込料金の一部または全部を返金しない場合があります。ま

た、共催企業側にてそれまでに要した費用も各社の負担となりますので予めご了承ください。 

 

申し込みの形態の如何に拘わらず、申込内容の取り消しまたは変更は原則として認めませんが、やむ

なく取り消し・変更を行う場合は、その理由を明記した文章を提出し主催者に承諾を得てください。な

おその場合、共催費は返金いたしかねます。 
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2. ハンズオンセミナー募集要項 

■ セミナー共催費  

セミナー クラス 予定席数 時間 
共催費 

（税込） 

募集数 

7/13 7/14 7/15 

ハンズオン 

セミナー 
B 299席以下 150分 \1,980,000 2 2 2 

※学会開催時の税率を適用いたします。 

※募集枠数と会場席数は予定ですので、仕様により増減することがございます。  

 

■ 共催費に含まれる主な項目  

・会場費（控室含む）  

・会場付帯設備費（イス、テーブル、演台、養生等）  

・音響、照明設備使用料  

・発表用機材費（プロジェクター、スクリーン、レーザーポインター等）  

 

■ 共催費に含まれない主な項目（※オプションのお申込み方法については、後日ご案内いたします。）  

・座長、演者にかかる諸経費（謝金、交通費、宿泊費、飲食費等）  

・会場前看板作成費  

・控室前看板作成費  

・録画、録音等オプション機材費、人件費  

・当日運営人件費（資料・弁当配布、照明、進行、アナウンス等）  

・控室内での機材費、飲食代 

・チラシ製作、印刷関係費  

 

■ プログラム編成 

貴社のご希望を伺い、学術集会長と相談のうえ、決定させていただきます。 貴社のご要望に添えない

場合がございますので、ご了承ください。  

また、決定の通知までは、座長・演者への連絡は控えていただきますようお願いいたします。 

 

■ お申込み 

学術集会HPの「協賛申込」ページよりお申込みください。 

＊予定セミナー数に達した時点で、締め切りとさせていただきます。 

＊日程・時間・会場等の詳細が決定次第、改めてご案内いたします。 

 

■ 申込締め切り  

2025年1月31日（金） 

 

■ 申込みの取消 

申し込み完了後は、事務局が不可抗力と認めた事項以外取消はできませんので、ご了承ください。 
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■ お支払い方法  

後日、運営事務局より、共催費のご請求書をお送りいたしますので、 

1ヶ月以内に指定口座にお振込みください。 

 

■ 口座情報 

お振込口座 

銀行名 三菱 UFJ 銀行 

支店 千里中央支店 

店番 240 

口座番号 (普) 0663626 

口座名義 第 61 回日本周産期・新生児医学会学術集会 会長 奥山 宏臣 

ﾖﾐｶﾞﾅ ﾀﾞｲﾛｸｼﾞﾕｳｲﾂｶｲﾆﾎﾝｼﾕｳｻﾝｷｼﾝｾｲｼﾞｲｶﾞｸｶｲｶﾞｸｼﾞﾕﾂｼﾕｳｶｲ ｵｸﾔﾏ ﾋﾛｵﾐ 

※オプションにつきましては、学会終了後にご請求いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


